
「耕作放棄地活用推進セミナー」を去る 7 月 30 日に県農業総合センター

において開催しました。県内の農業者、企業等から約 150 名の御参加をい

ただき、当セミナー始まって以来の参加数となりました。 

 基調講演は、「企業の農業参入における地域

農業の再生」と題して、大分県農林水産部 農

山漁村・担い手支援課 参事 磯田 健氏に御講

演をいただきました。 

大分県における企業の農業参入による地域

農業の再生の取組や支援体制などについて説

明いただき、本県へのエールも込められた熱

く内容の濃い講演となりました。 

 事例発表では、農業生産法人(株)エガワコントラクターによる建設業から耕作放棄地を活用した農業参入と販路

開拓や製品開発に関して、また、飯館地域農業再生協議会からは、被災農業者の耕作放棄地を活用した営農再開の

取組について発表があり、ともに前向きな姿勢で様々な取組を真摯に実行されている姿に、セミナー参加者から賞

賛が寄せられました。 

 併せて、東北農政局整備部整備課から「耕作放棄地再生利用緊急対策」と「被災者営農継続支援耕作放棄地活用

事業」について、事業活用に向けての注意点などについて説明がありました。 

会場からは多数の質問が寄

せられました 

企業参入の必要性を説明さ

れる磯田参事 

③ 特徴的な取組 
 平成２２年３月、地元企業（自動車部品製造業）が農業参入を果たし、平成２３年度に耕作放

棄地２４aの耕作放棄地を再生し、施設園芸作物（トマト）を生産・出荷しています。 

② 今年度の取組状況 
耕作放棄地再生利用緊急対策交付金（国庫）を活用し、平成２２年度３５a、平成２３年度１３１a 

の耕作放棄地の解消を行いました。 

また、平成２４年度には「ふくしま農地再生支援事業」を活用し、放棄地２７６a を再生し、ネギ栽

培の支援を行いました。 

④ 次年度以降の抱負・活動展開予定 
  原発事故以後、農地の遊休地化が急激に進行しているなか、その進行速度を少しでも緩や

かにすべく、担い手への支援をより一層進めるとともに、耕作放棄地対策も一体的に取り組みま

す。 

① 協議会の設立経緯 
本市では、水田農業推進協議会、担い手育成支援協議会、耕作放棄地対策協議会と個々に事
業活動をしておりました。  
平成２４年３月、上記３組織の整理統合をはかり「田村市地域農業再生協議会」として設立し、
以後当組織により耕作放棄地の再生利用の支援を行っています。 



数カ所の集落にお邪魔する機会があり、さまざまなご意見をいただいた。その中で気になった

ことは、今までの活動について話されているときは、自信に満ちあふれた顔をされていた方が、

将来のことを話されるときは、少し寂しい顔をされる場面が多く見られたことである。 

耕作放棄地だけでなく、農村の再生も待ったなしではないだろうか・・・。 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

nosonsh inko@pre f . fukush ima . lg . jp までご連絡ください。 
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～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎  県協議会では、津波や原発事故による被害を受けた方が、耕作放棄地を利用して営農を再開

する取組を支援する「被災者営農継続支援耕作放棄地活用事業」の募集を行って
おります。これまでも、被災者の方々から多数の問い合わせをいただいき、営農再開の取組を

始められた方もおられます。 

  詳しくは、県耕作放棄地対策協議会、県農村振興課、各市町村等の地域耕作放棄地対策協議

会までお問い合わせください。 

にインタビューしました!!
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受賞報告（中央が星区長） 10ha の畑で栽培されるソバ


